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健
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美

　

１
月
は
気
温
も
ぐ
っ
と
低
く
な

り
、
乾
燥
が
気
に
な
る
時
季
で
す
。

　

私
た
ち
保
健
師
が
、
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
で
必
ず
お
伝
え
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ベ
ビ
ー

ソ
ー
プ
な
ど
の
た
っ
ぷ
り
の
泡
を

使
っ
て
全
身
を
優
し
く
洗
い
、
入

浴
後
は
保
湿
剤
を
使
っ
て
し
っ
か

り
保
湿
す
る
ス
キ
ン
ケ
ア
の
大
切

さ
で
す
。

　

健
康
な
皮
膚
に
は
、
雑
菌
や
ウ

イ
ル
ス
な
ど
か
ら
体
を
守
る
機
能

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
乾
燥
肌

や
湿
疹
な
ど
の
炎
症
が
起
き
て
い

る
肌
は
こ
の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下

し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に

食
物
が
付
着
す
る
と
、
皮
膚
の
免

疫
細
胞
が
異
物
と
み
な
し
て
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
乳
幼
児
期
か
ら
、

保
湿
剤
を
上
手
に
使
っ
て
乾
燥
を

防
ぎ
、
湿
疹
な
ど
の
炎
症
は
、
治

療
薬
を
適
切
に
使
用
し
、
皮
膚
を

よ
い
状
態
に
保
つ
こ
と
が
、
ア
レ

ル
ギ
ー
予
防
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
は
、
子
育

て
中
の
家
庭
に
と
っ
て
、
と
て
も

悩
ん
で
し
ま
う
問
題
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
個
人

差
が
大
き
い
の
で
、
心
配
な
こ
と

は
自
己
判
断
せ
ず
、
主
治
医
と
よ

く
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
は

ス
キ
ン
ケ
ア
か
ら

　観光協会では、新型コロナウイルス感染拡大の影響
下にある今年度、環境省の「国立・国定公園、温泉地
でのワーケ―ションの推進事業」に取り組んでいます。
　ワーケーションとは、ワーク（労働）とバケーショ
ン（休暇）を組み合わせた造語で、観光地やリゾート
地でリモートワークを活用しながら、働きながら休暇
をとる過ごし方を意味します。
　ハワイ州カウアイ島と姉妹島であり「瀬戸内のハワ
イ」として親しまれている周防大島は、豊かな自然と
利便性がバランスよく共存しており、約 100km の海
岸線を周遊できる国道と県道が整備され、内陸には
600m 級の峰々が連なり、凪いだ瀬戸内海には大小の
無人島が点在するなど、島しょならではのアウトドア
フィールドが点在しています。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響によるアウト
ドア需要が高まる中、モンベルとの包括連携協定、
YAMAP の瀬戸内アルプス縦走ピンバッジ事業、アウト
ドアオフィスとしてスノーピーク「住

じゅうばこ

箱」の設置など、
アウトドアメーカー各社との業務連携など記憶に新し
いところです。
　このような機運の高まりに呼応して観光協会では「瀬
戸内のハワイでワーケーション」と銘打ち、3 密を回
避しながら持続可能な SEA TO SUMMIT を規範とした
アウトドア体験を手ぶらで楽しめる「カジュアルアウ
トドア」でリフレッシュしながら、ハワイを彷彿とさ

せるロケーションでリモートワークに取り組めるワー
ケーション事業を立ち上げました。
　「新常態」時代の働き方を見据え、企業のワーキング
グループや個人のリモートワークを受け入れ可能なア
ウトドアオフィスを新設し、コテージ泊やテント泊に
ラグジュアリーなリゾートホテル泊、これにアウトド
ア料理やフラダンスショーなどを絡めた、瀬戸内のハ
ワイならではのワーケーションモデルを構築し、企業
研修等を受け入れることで関係人口との結びつきを深
め、ひいては企業のサテライトオフィスの誘致に繋が
ることを期待しています。
　　　　　　　　問周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

「新常態」時代の働き方を見据えて

▲片添ヶ浜オートキャンプ場にアウトドアオフィスとして
の活用を目的に設置された「住箱」


